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「魂と霊と聖霊。」 Ⅰコリント 14 章 10～19 節 
 

人
は
霊
、
魂
、
身
体
で
で
き
て
い
ま
す
。
「
あ
な
た
が
た
の
霊
、
た
ま
し
い
、
か
ら

だ
の
す
べ
て
が
、
私
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
の
と
き
に
、
責
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
の
な
い
も
の
と
し
て
保
た
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
。
」
（
Ⅰ
テ
サ
ロ
ニ
ケ
５
・

2
3

）
と
あ
る
の
で
、
ど
れ
が
優
越
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
が
大
事
で

す
。
魂
は
、
知
性
、
感
情
、
意
志
か
ら
な
っ
て
お
り
、
人
間
の
霊
は
罪
に
よ
っ
て
神

と
の
交
流
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
「
キ
リ
ス
ト
の
来
臨

の
と
き
に
、
責
め
ら
れ
る
」
の
で
す
。 

 

人
間
の
本
質
は
霊
に
あ
り
、
霊
が
聖
霊
に
満
た
さ
れ
て
い
た
ら
、
神
の
創
造
の
目

的
「
す
べ
て
の
も
の
を
支
配
せ
よ
。
」
（
創
世
記
１
・28

）
ど
お
り
に
生
き
ら
れ
る
の

で
す
。
人
は
、
「
い
の
ち
の
息
を
吹
き
込
ま
れ
た
。
」
（
同
２
・7

）
の
で
、
動
物
と
は

違
い
、
霊
的
な
存
在
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
が
天
国
に
行

く
な
ど
と
勝
手
に
考
え
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。 

 

人
間
の
霊
は
、
そ
の
人
の
人
格
に
関
わ
り
、
傲
慢
、
高
慢
、
怠
慢
、
欺
瞞
、
好

色
、
好
戦
的
、
汚
れ
、
遊
興
、
な
ど
の
様
相
を
呈
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、

「
肉
の
欲
望
」
（
ガ
ラ
テ
ヤ
５
・16

）
で
あ
っ
て
、
御
霊
に
満
た
さ
れ
、
御
霊
に
よ
っ

て
歩
ま
な
い
と
滅
び
に
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

 

知
性
は
人
に
善
悪
を
教
え
、
こ
の
世
の
在
り
様
と
人
の
生
き
様
を
教
え
ま
す
が
、

知
性
だ
け
で
は
、
人
は
正
し
く
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
「
汚
れ
た
不
信
仰
な
人
た
ち
に

は
、
何
一
つ
き
よ
い
も
の
は
な
く
、
そ
の
知
性
も
良
心
も
汚
れ
て
い
ま
す
。
」
（
テ
ト

ス
１
・15

）
。
こ
の
知
性
が
聖
霊
に
導
か
れ
て
い
な
い
と
、
と
ん
で
も
な
い
欲
望
に
支

配
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
金
銭
欲
、
出
世
欲
、
な
ど
、
「
彼
ら
は
知
性
に
お
い
て
暗
く

な
り
、
彼
ら
の
う
ち
に
あ
る
無
知
と
、
頑
な
な
心
の
ゆ
え
に
、
神
の
い
の
ち
か
ら
遠

く
離
れ
て
い
ま
す
。
」
（
エ
ペ
ソ
４
・18

）
。
日
本
人
は
知
性
を
求
め
る
傾
向
が
強
い
の

で
す
が
、
意
思
が
強
く
な
く
、
霊
性
も
育
っ
て
い
な
い
の
で
、
人
や
権
力
に
利
用
さ

れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

 

感
情
は
、
喜
怒
哀
楽
に
繋
が
り
、
人
間
性
の
大
事
な
部
分
で
す
が
、
感
情
に
左
右

さ
れ
る
と
道
を
誤
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
愚
か
な
者
は
感
情
の
す
べ
て
を
ぶ
ち
ま

け
、
知
恵
の
あ
る
人
は
そ
れ
を
内
に
収
め
る
。」（
箴
言
２
９
・11

）。 

 

意
志
の
強
い
人
は
、
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
多
く
、
多
く
の
人
が
意
志
を
強
く
し

よ
う
と
し
ま
す
。
た
だ
、
意
志
が
強
い
だ
け
で
は
他
の
人
と
の
考
え
の
疎
通
が
う
ま

く
い
か
ず
、
仲
違
い
し
た
り
失
敗
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
「
わ
た
し
は
自
分
の
意
志
で

は
な
く
、
わ
た
し
を
遣
わ
さ
れ
た
方
の
み
こ
こ
ろ
を
求
め
る
か
ら
で
す
。」
（
ヨ
ハ
ネ 

     

５
・30

）
と
イ
エ
ス
様
は
言
わ
れ
ま
し
た
。 

 

人
間
の
知
性
、
感
情
、
意
志
で
努
力
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
罪
の
産
物
な
の

で
、
争
い
や
欲
に
ま
み
れ
て
失
敗
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
サ
ウ
ル
は
、
神
に
選
ば

れ
、
「
新
し
い
心
を
与
え
ら
れ
た
。
」
（
Ⅱ
サ
ム
エ
ル
１
０
・9

）
。
し
か
し
、
預
言
者
サ

ム
エ
ル
の
忠
告
に
従
わ
ず
、
祈
る
こ
と
も
せ
ず
、
勝
手
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
サ
ム

エ
ル
は
、
「
主
は
、
全
焼
の
捧
げ
物
や
い
け
に
え
を
、
主
の
御
声
に
聞
き
従
う
こ
と
ほ

ど
に
喜
ば
れ
る
だ
ろ
う
か
。」（
同
１
５
・22

）
と
し
て
、
怒
り
ま
し
た
。 

 

多
く
の
人
が
、
そ
の
魂
の
ま
ま
に
行
動
し
て
い
ま
す
。
信
仰
者
で
さ
え
、
祈
り
聖

霊
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ず
に
、
聖
霊
の
導
き
を
求
め
ず
に
判
断
し
、
失
敗
し

て
い
ま
す
。
「
あ
な
た
が
た
の
間
の
戦
い
や
争
い
は
、
ど
こ
か
ら
出
て
来
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
こ
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
が
た
の
か
ら
だ
の
中
で
戦
う
欲
望
か
ら
出

て
来
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
（
ヤ
コ
ブ
４
・1

）
。
こ
の
言
葉
は
、
信
仰
者
に
対

す
る
も
の
で
す
。
「
世
を
愛
す
る
こ
と
は
神
に
敵
対
す
る
こ
と
だ
と
分
か
ら
な
い
の
で

す
か
。
世
の
友
と
な
り
た
い
と
思
う
者
は
だ
れ
で
も
、
自
分
を
神
の
敵
と
し
て
い
る

の
で
す
。」（
同4

）。 

 

終
末
は
、
サ
タ
ン
と
悪
霊
の
暗
躍
す
る
時
代
で
す
。
確
か
に
、
世
の
中
は
誘
惑
に

満
ち
て
い
ま
す
。
注
意
す
べ
き
は
、
サ
タ
ン
の
用
意
す
る
誘
惑
は
、
個
人
仕
様
で
、

一
人
一
人
の
弱
点
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
金
銭
欲
の
強
い
人
に
は
金
銭

で
、
性
的
な
誘
惑
に
弱
い
人
に
は
好
色
で
、
意
地
の
強
い
人
に
は
頑
固
さ
で
道
を
外

し
ま
す
。
私
は
、
牧
師
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
誘
惑
に
負
け
て
信
仰
を
外
れ
た
多
く

の
信
者
を
見
て
き
ま
し
た
。 

 

今
日
の
聖
句
は
、
祈
り
の
極
意
で
す
。
異
言
で
祈
り
な
が
ら
、
そ
の
異
言
の
意
味

を
知
ろ
う
と
努
め
る
の
で
す
。
「
異
言
で
語
る
人
は
、
人
に
向
か
っ
て
語
る
の
で
は
な

く
、
神
に
向
か
っ
て
語
り
ま
す
。
」
（
１
４
・2

）
。
「
私
た
ち
は
、
何
を
ど
う
祈
っ
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
御
霊
ご
自
身
が
、
こ
と
ば
に
な
ら
な
い
う
め
き
を

も
っ
て
、
と
り
な
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。
」
（
ロ
ー
マ
８
・26

）
。
「
そ
れ
を
解
き
明

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
祈
り
な
さ
い
。」
（
１
４
・13

）。 

 

魂
の
強
い
人
は
、
そ
れ
だ
け
間
違
っ
た
方
向
に
行
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
神

に
聞
く
祈
り
が
で
き
な
い
と
、
神
に
叫
び
な
が
ら
、
道
を
踏
み
外
し
て
し
ま
い
ま

す
。
踏
み
外
し
て
戻
っ
た
人
は
、
非
常
に
少
な
い
の
で
す
。
「
あ
な
た
が
た
は
、
罪
と

戦
っ
て
、
ま
だ
血
を
流
す
ま
で
抵
抗
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
」
（
へ
ブ
ル
１
２
・

4

）。 

                  



哥林多前書 14 
10 世界上也許有好多種語言，但沒有一種

是沒有意思的。  
11 所以，如果我不明白那語言的意思，那

麼，對於說話的人，我就是個外族人；對於

我，那說話的人也是個外族人。  
12 你們也是這樣：既然你們對屬靈的事是

熱心人，就應當追求造就教會的事，好讓你

們能豐足有餘。 
13 所以，說殊言的人應當禱告，好讓自己

能翻譯出來。 

 14 如果我用殊言禱告，是我的靈在禱告，

但我的理性卻是結不出果子的。  
15 那麼該怎麼辦呢？我要用靈禱告，也要

用理性禱告；我要用靈歌頌，也要用理性歌

頌。  
16 否則，如果你用靈祝謝，在場的那些不

明白的人，既然不知道你在說什麼，怎麼能

在你感謝的時候說「阿們」呢？  
17 因為你感謝的固然是好，但別人卻沒有

得造就。 
 18 我感謝神，我說殊言比你們所有人都

多； 

 19 但是在教會裡，為了要教導別人，我寧

願用我的理性說五句話，也不願用殊言說萬

句話 
 
 
 
 
 
 

【新改訳 2017】 

Ⅰコリ 14:10 世界には、おそらく非常に多くの種類のこと

ばがあるでしょうが、意味のないことばは一つもありませ

ん。 

14:11 それで、もし私がそのことばの意味を知らなけれ

ば、私はそれを話す人にとって外国人であり、それを話す

人も私には外国人となるでしょう。 

14:12 同じようにあなたがたも、御霊の賜物を熱心に求め

ているのですから、教会を成長させるために、それが豊か

に与えられるように求めなさい。 

14:13 そういうわけで、異言で語る人は、それを解き明か

すことができるように祈りなさい。 

14:14 もし私が異言で祈るなら、私の霊は祈りますが、私

の知性は実を結びません。 

14:15 それでは、どうすればよいのでしょう。私は霊で祈

り、知性でも祈りましょう。霊で賛美し、知性でも賛美し

ましょう。 

14:16 そうでないと、あなたが霊において賛美しても、初

心者の席に着いている人は、あなたの感謝について、どう

してアーメンと言えるでしょう。あなたが言っていること

が分からないのですから。 

14:17 あなたが感謝するのはけっこうですが、そのことで

ほかの人が育てられるわけではありません。 

14:18 私は、あなたがたのだれよりも多くの異言で語って

いることを、神に感謝しています。 

14:19 しかし教会では、異言で一万のことばを語るよりむ

しろ、ほかの人たちにも教えるために、私の知性で五つの

ことばを語りたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 
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